
里
を
取
ら
れ
た
欝
砲
が
晶
る
。

宅
オ
テ
マ
ヘ
ヒ
ラ
キ

御
手
前
開

-
続
開
。

一

オ
ト
ウ
ア
ツ
ツ
グ
大
菅
厚
寝
泊
都
向
九
郎

・

引
山
内
情
万
。
帯
刀
原
町
の
子
。
究
政
元
年
無
織
に
し

て
人
持
末
席
と
な
り
、
こ
年
四
且
奏
者
番
と
な
り
、

三
年
四
且
家
管
四
千
三
百
石
を
嬰
ぎ
、
若
年
寄
・
皐

校
山
市
刊
と
な
り
、
七
年
十
且
十
五
日
御
家
老
に
泌
み
、

九
年
九
且
七
日
四
十
二
訟
を
以
て
渡
し
た
。

オ
ト
ウ
ア
ツ
ト
モ
大
雪
厚
菅
沼
鰐
典
股

・
七

左
衛
門
・幣
刀
。
貨
は
前
間
近
江
守
直
竪
の
三
男
、

部
尚
一
カ
年
四

R
大
脅
中
.M

河
原
闘
の
名
跡
と
し
て
四
千

三
百
石
を
領
し
、
六
年
寺
枇
奉
行
、
明
和
四
年
御
家

老
、
安
永
中
粂
若
年
中
討
と
な
り
、
寛
政
=
一
年
四
且
十

八
日
致
仕
し
て
七
百
石
を
受
け
、
南
郊
と
蹴
L
、
文

化
二
年
三
且
十
ご
日
八
十
四
山
以
を
以
て
援
し
た
。

オ
ト
ウ
ア
ツ
モ
チ
大
雪
厚
周
辺
縛
際
政
・
主

師
向
。
一
部
厚
甫
・貞
愈
・正
泰
。
大
井
直
壌
の
子
で
政

あ
り
て
大
正
円
氏
に
改
め
た
。
幼
に
し
て
前
回
利
長
に

仕
へ
、
八
王
子
役
及
び
大
翠
寺
役
に
職
功
が
あ
っ

た
。
父
退
隠
の
後
家
を
綴
ぎ
、
加
除
四
千
石
を
受
け
、

大
坂
雨
役
に
従
ひ
、
更
に
千
石
を
加
へ
、
箆
永
の
初

魚
津
城
代
と
箆
り
、
十
三
年
を
以
て
夜
し
た
。
年
六

十
六
。
長
子
伊
右
衛
門
早
〈
夜
し
、
次
子
助
右
衛
門

は
大
田
市
寺
伎
に
従
ひ
、
耐
し
て
家
債
は
m
町
議
子
主
M
m

好
次
を
し
て
裂
が
し
め
た
。

オ
ト
ウ
シ
ユ
メ
ア
ゲ
チ
マ
チ
大
昔
孟
馬
上
ゲ
地

町

元
総
九
年
の
地
子
町
肝
熊
絞
許
附
に
、
金
海
銀

飽
川
の
次
に
大
島
円
主
M
m
上
ゲ地
町
と
あ
る
。
大
脅
氏

は
初
め
邸
地
を
木

J

新
保
に
有
し
て
ゐ
た
が
、
史
文

二
年
の
町
民
石
引
町
に
移
帥
押
し
、
そ
の
跡
は
地
子
町
と

な
っ
た
の
で
か
〈
呼
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

オ
ト
ウ
マ
チ
大
舎
町

金
相
仰
の
町
名
。
小
武
野

一の

4
ち
で
、
務
巨
大
昔
宝
島
町
下
恩
致
を
砲
は
っ
た

一
地
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
名
が
あ
る
。

オ
ト
ウ
マ
ツ
リ

御
包
祭
能
告
の
奥
部
で
は
、

耐
祉
の
祭
抽刊
に
氏
子
中
か
ら
日
拾
を
定
め
て
胤
旋
す

る
。
そ
れ
が
御
山
市
祭
で
あ
る
。
門
前
町
古
出
・耐
水
二

部
世
間
の
御
常
祭
に
は
古
い
駅
ひ
物
が
あ
り
、
輪
島
町

軍
隊
榊
祉
の
そ
れ
は
、
行
事
が
十
九
可
問
問
で
あ
る
こ
と
に

よ
っ
て
特
に
知
ら
れ
て
阿
る
。

オ
ト
ウ
ヨ
シ
ツ
グ
大
雪
好
次
泡
都
御
六
・
七
左

衛
門
・市
民
。
七
回
地
域
代
前
川
修
理
知
好
の
子
で
、

大
量
円
中
hMm
眼
用
の
間
町
議
子
と
な
っ
た
も
の
。
験
抗
千

石
。
初
め
魚
津
に

m
b、
前
川
w
四
日
制
の
民
対
後
阜市一仰

に
附
り
、
延
貸
一
一
年
裂
し
た
。
年
六
十
三。

オ
ト
ウ
ヨ
シ
マ
サ
大
一
昔
好
政
逝
都
文
八
郎
。

初
帥
政
治
。
中
L
M
m
好
次
の
子
。
父
の
品
開
四
千
三
百
石

を
製
ぎ
、
三
百
石
は
お
三
四
郎
好
相
に
配
分
し
た
。

元
職
二
年
四
日
。

オ
ト
ガ
ザ
キ
乙
ヶ
崎
臥
烹
湘
南
北
郷
に
臨
す

る
部
務
。
能
B
w
b
門
跡
芯
に
、『
家
政
四
十
粁
前
、
あ
さ

ま
な
る
村
也
。
此
村
酸
平
に
て
、
入
江
に
あ
り
。
飴

を
悶
む
に
艇
よ
〈
、
穴
水
へ
近
〈
、
物
保
に
勝
手
よ

き
故
、
秋
末
は
磁
訟
に
大
紛
の
絶
え
ず
あ
り
、
暫
お

な
ど
す
ろ
也
。
御
牧
納
口
融
あ
り
。
』
と
あ
る
。
叉
能
管

誌
追
加
に
究
政
八
年
九
月
下
旬
こ
の
村
の
畑
に
在
る

大
石
が
自
然
に
動
き
出
し
た
の
を
、
玄
翁
で
一
角
を

帥附
い
た
ら
止
ん
だ
と
の
こ
と
を
担
ず
る
の
は
、
殺
生

石
の
物
掛
か
ら
脱
胎
し
た
も
の
で
あ
る
。

オ
ト
ガ
サ
キ
カ
ツ
セ
ン
乙
ヶ
崎
合
戦

長
家
家

酬
に
、
天
正
筑
年
一
世
月
担
問
削
刷
辿
が
、
上
杉
勢
の
似
る

能
昌
明
の
お
木
・随
一
木
陥
城
そ
陥
れ
、
次
い
で
穴
水
城

を
附
ん
だ
の
で
、
七
且
越
後
軍
の
併
川
肥
後
・
ぼ
人

式
部
は
数
援
の
お
舟
に
采
っ
て
抑
指
せ
た
。

ζ

の
時

学
風
寄
(
後
の
辿
削
〉
は
.
川
ヤ
明
そ
活
け
ず
、
自
純
子
・

竹
の
子
宜
で
乙
，
自
閣
の

山
陸
か
ら
出
で
、
組
聞
の
兵
品
聞

を
奪
ひ
取
り
、
首
七
十
除
を
且
つ
士
と
伊
エ
'
る
。

オ
ト
ガ
サ
キ
ガ
ハ

乙
ヶ
崎
川

凶
草
山
消
却
前
帽
岡

山
か
ら
統
附
し
、
乙
ャ
附
加
で
出
に
入
る
。
統
桜
六

F
I
o
 

F
t
 

オ
ト
ゴ
モ
チ
乙
子
鋭

抽出
十
二
月
朔
日
に
併
を

作
っ
て
食
ふ
世
乙
子
餅
と
い
う
た
0

4
I

二
月
は
一
年

最
終
の
月
で
乙
子

H
と
い
号
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

餅
そ
食

へ
げ
水
難
を
括
れ
る
と
信
ぜ
ら
れ
た
。

オ
ト
シ
ノ
ワ
女
シ
乙
師

渡

能

説
部
今
江
に
あ

っ
た
。
越
奄
泊
三
州
芯
に
、
今
江
慌
の
下
、
木
場
潟

の
洲
口
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
。
古

へ
そ
こ
に
神
出
品
川
が

あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

オ
ト
ツ
ル
ギ
シ
ヤ
乙
銅

枇

石

川
榔
河
内
庄
路

東
な
る
金
創
{mu
境
内
の
小
嗣
で
あ
る
。
古
跡
考
に
は

金
創
宮
の
制
限
乙
剣
帥
刑
判
出
と
担
さ
れ
て
ゐ
る
。
金
仰

の
久
保
市
乙
創
耐
祉
は
之
宇
品
川
紛
し
た
も
の
で
あ
る

と
い
ふ
。

オ
ト
ツ
ル
ギ
ジ
ン
ジ
ヤ
乙
銅
神
社

珠
洲
郡
鵜

舟
に
叙
座
す
る
。
式
内
部
vm出
制
犯
に
、
『
乙
創
榊
駐
。

在
郷
宗
十
弘
村
銀
座
。
酬
明
白乙
創
明
榊

d

部
枇
也
。
』
と
あ

る
も
の
で
お
る
が
、
宗
支
と
す
る
の
は
純
で
あ
る
。

能
域
名
跡
芯
に
は
、『
此
村
の
氏
耐
は
乙
創
大
明
前
な

り
。
安
益
寺
と
い
ふ
別
院
あ
り
。
昔
は
大
枇
な
り
し

問。
』
と
担
す
る
。

オ
ト
ナ
シ
ガ
ハ

誓
無
川

凶
緊
仰
矢
披
の
領
に

あ
る
小
川
。
能
積
芯
徴
に
、
山
手
に
M
m
，
年
と
い
ふ
故

村
が
あ
っ
て
、
そ
こ
の
小
川
を
脅
無
川
と
名
づ
け
、

そ
の
水
青
簡
か
し
て
則
ひ
れ
ば
浮

mに
効
が
あ
る
と

い
は
れ
、
文
化
の
切
に
は
こ
の
川
者
説
水
川
と
椴
し

介
と
記
す
る
。
矢
披
川
の
支
慌
で
あ
る
。

オ
ト
ナ
ピ
ヤ
タ
シ
ョ
ウ

長
百
姓

邸
前
中
で
多

〈
の
川
耐
を
有
す
る
訂
姓
の

m。
十
村
V
へ
は
村
肝
煎

ー

シ
ン
カ
イ

オ
テ
1

オ
ナ

の
繍
佐
を
な
し
た
が
、
寛
文
申
・組
骨
頂
自
存
す
る
に

-

至
っ
て
長
百
姓
の
告
が
見
え
ね
o

-

オ
ド

J

E
野

川
ド
羽
咋
山
岳
智
院
に
屈
す

る
部
町
問
。
平
総
凶
年
七
月
一
宮
惣
分
自
納
阪
に
、
E

琵

段
隠
股
才
辿
、
お
ど
の
参
段
尾
股
定
金
、
前
段
五
昆

殿
奥
次
郎
。
』
と
見
え
‘
文
一
宮
駐
磁
天
正
十
一
年
間

正
且
廿
九
日
前
回
利
家
の
印
軒
に
、
『
首
且
一
宮
之
御

御
幸
加
興
一J
m如
先
々
可
制
剥
者
也
。
』
と
あ
っ
て
、

宛
即
聞
に
中
川
村
百
姓
中
・お
ど
の
村
百
姓
中
と
あ
る
。

オ
ド
ノ
は
オ
ド
ロ
ノ
の
義
で
あ
ら
う
。
今
お
っ
て
ウ

ド
ノ
と
訓
ず
る
。

オ
ト
マ
ル
乙
丸

石
川
泊
中
村
帽
却
に
邸
す
る
却

問
一
。
俗
に
西
乙
丸
と
も
い
ふ
。

オ
ト
マ
ル
乙
丸

河
北
拙
小
坂
庄
に
関
す
る
郎

古
川
。
こ
の
持
山
の
中
に
、
ね
峠
と
い
ふ
城
跡
が
あ
っ

介。
オ
ト
マ
ル
ヨ
シ
h
F
カ

乙

丸
義
方

珠
洲
別
府
契

の
入
。
活
都
詣
次
郎
。
字
は
子
破
、
蹴
は
融
制
滋

・
架

村
文
は
文
蛍
と
刷
出
す
る
。
寛
政
十
二
年
一
月
イ
五

日
に
生
ま
れ
、
十
三
践
の
時
京
に
上
り
、
叶
闘
を
四

保
援
の
松
村
祭
文
に
怨
ん
だ
。
天
保
六
年
一
旦
郷
里

に
蹄
り
、
用
立
年
再
び
上
京
し
、
以
後
会
凶
を
巡
る
こ

と
三
十
綜
年
、
明
治
二
年
八
且
儲
郷
一
阿
波
L
た
。
平

年
七
イ
。
人
と
な
り
清
談
寡
慾
、
終
生
婆
ら
ず
。
心

を
市
川
う
し
て
給
部
の
研
究
に
従
っ
た
。

オ
ト
モ
マ
ハ
リ

御
供
廻

J
オ
テ
マ
ハ
り
御

手
迎
。オ

ト
リ
ゲ

御
鳥
毛

l
オ
ナ
ガ
エ
御
長
柄
。

オ
ナ
ガ
エ

御
長
柄
務
俣
の
行
列
に
悦
へ
し
め

る
鉛
で
、
御
先
三
品
の
一
つ
で
あ
る
。
柄
の
長
さ
二

聞
字
、
内
一
間
金
箇
巻
十
段
幅
三
寸
宛
。
鉛
印
由
き

府
之
地
六
寸
。
附
刊
に
翻
の
随
を
植
ゑ
た
か
ら
、
山
町
に

御
長
柄
の
こ
と
彩

e

御
品
毛
と
い
う
た
。
戦
時
に
は
中

五


